
 

保存版 

パークシティ白岡 

２０１４年９月版 

パークシティ白岡自主防災会 

この冊子は、災害への事前の備えや災害時の行動に関す

る情報源として、「常に手の届くところ」にご準備いただき、家

庭での減災・防災対策にご活用ください。 

◆ 災害から命を守るための心得 ◆ 

１．自分の命は自分で守る 

２．食料・飲み水の備蓄は各自で３日分以上を準備（組合・自

主防災会の備蓄はありません） 

３．家庭で、緊急時の避難所や連絡先を決めておく 

４．地域での助け合いの精神で地域の防災力を高める 

防 災 マ ニ ュ ア ル 

(２０２４年４月一部改訂) 

パークシティ白岡全体管理組合 



  ◎ はじめに

　本マニュアルは

　東日本大震災の教訓 および その際の当マンションの状況等を踏まえ

　一人ひとりの 自助による 防災力の強化と

　共助による 地域防災力の向上を 図ることを目指し

　主に 震災対策と 災害時の対応を 中心に

　居住者の 具体的行動の指針と内容を まとめました

　日頃からの 防災・減災の備えと行動にも ご活用いただきますよう

　「常に手の届くところ」に ご準備ください

　なお 本マニュアルに沿った 防災訓練の実施に努めるとともに

　必要に応じて 内容の見直し更新にも努めてまいります

        パークシティ白岡　全体管理組合

        パークシティ白岡　自主防災会
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１．今回の配布物についてのお知らせ ⇒ ŦŦ ᣻要ưす ŦŦ 

１）本マニュアル（保存版） 

「常に手の届くところ」に準備いただき、家庭での減災・防災対策に 

お役立てください。 

２）安否確認マグネットステッカー（各戸の玄関ドア用） 

災害時に、在宅ご家族が無事の場合は、「無事です」面を、玄関ドアの外側

に貼り出してください。裏面の「メモ欄」は、自由にご使用ください。 

また、平常時は、玄関ドアの内側に貼っておいてください。 

３）地震に対する 10 の備え・地震発生時 10 のポイント（住戸内掲示用） 

室内に掲示して、備えと行動にお役立てください。 

 

４）災害時 要援護者名簿 登録申請書（希望者のみ） 

    希望については、内容をご確認いただいた上で、任意にご判断ください。 

  （注意：白岡市宛てに『要援護の登録済みの方』は、提出不要です） 

 

２．地震発生時の各住戸の行動 

 
① まず身の安全      ②火元の確認      ③出口の確保 

 
 
    
 
 
 
 
    
 

④安否確認ステッカーの貼り出し     ⑤隣近所への声がけ  
 
 
 
 
   
 
 
 

無事です
（裏面：メモ欄） 
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⑥避難前に電気・ガスなど安全確認 ⑦一次避難所(クラブハウス)に集合 

 
 
 
 
 
 
 
 
⑧別紙の住戸内掲示用の地震発生時 10 のポイント及び参考資料集も参照。 

      
 

３．地震に対する各住戸の備え 

 
① 住戸内の安全対策   ②消火の備え  ③食料と飲料水の備蓄 

                     （３日分以上）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④家族で、緊急時の避難所や    ⑤防災知識を身につける 
連絡先を決めておく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑥別紙の住戸内掲示用の地震に対する 10 の備え及び参考資料集も参照。 
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４．震災対応時のお願い 

◆全員の協力が不可欠です 

地震はいつ発生するかわかりません。事前に役割を決めていても、その人が不在の

場合もあります。地震発生時に在宅している居住者全員で、力を合わせて助け合い

ましょう。 

◆住戸内の安全対策 

身の安全を確保するため、家具や食器棚、照明器具等をＬ字金具や支え棒などで固

定するなど、各自で日頃から安全対策を講じてください。 

◆飲料水と食料の備蓄 

飲料水と食料は３日分以上の備蓄が必要です。管理組合・自主防災会では備蓄して

おりませんので、各自で３日分以上を確保してください。飲料水は１日あたり１人

３リットルが目安です。また、炊き出しを行う場合は、家庭で余っている食材や調

味料の提供をお願いします。 

◆火元の確認 

揺れが収まったら、台所や暖房器具などの火元を確認して下さい。水槽のヒータな

ど加熱器具も、電力復旧後に火災原因となりますのでコンセントを抜いてください。 

◆安否確認ステッカーの表示 

災害対策本部役員が安否確認しやすいように、家族にケガ人等がなく無事の場合は、 

無事ですステッカーを、玄関ドアの外側に貼ってください。 

◆閉じ込められたときは・・・ 

玄関ドアが開かないときは、救助が必要なことを紙などに書いて、玄関ドアのすき

まから出してください。バルコニーから助けを求める方法もあります。 

◆近隣への声がけ 

避難するときは、隣近所に声がけして、お互いに安否を確認し合いましょう。「災害

時要援護者(※)」がいる場合は、迅速な救助につながります。 

※高齢者、障害者、乳幼児を持つ親、妊産婦、外国人など、介助なしで行動や情報

収集が難しい方々です。 

◆エレベーターの使用禁止 

避難するときは、絶対にｴﾚﾍﾞｰﾀｰを使用しないでください。また、地震時にｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

に乗っていた場合は、すべての階のﾎﾞﾀﾝを押し、ドアが開いたら速やかに出てくだ

さい。（当ﾏﾝｼｮﾝのｴﾚﾍﾞｰﾀ-は地震を感知すると、最も近い階に停止しドアが開きます） 

◆建物の安全確認 

避難するときは、建物・設備の被害状況や危険箇所の有無を確認してください。 

情報が多いほど建物の安全性が判断しやすくなります。 

◆長期避難時の連絡 

指定避難所や親戚宅など、マンションから長期間避難するときは、災害対策本部に

避難先と避難予定期間を報告してください。 
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◆一次避難場所は、管理棟のクラブハウスです。（最初に避難する場所です） 

地震直後の一次避難場所は、管理棟のクラブハウスとします。ただし、建物内の被害が大

きい場合は、いこいの森公園・東側の公園を一次避難場所とします。 

救護スペースについても、この場所を利用します。 

 

 

◆広域避難所は、南小学校です。（一次避難場所が危険になった際に集団で避難します） 

 一次避難場所が延焼拡大等で危険になった際は、この避難場所に集団で避難します。また、

災害が一段落した後、住家を失った被災者等が臨時に生活する拠点で、市の避難所の 

 一つです。 

  

クラブハウス 
憩いの森公園 

パークシティ白岡 

南小学校 
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Ṳᴾἳᴾἴᴾഇ

Ṳᴾ避難ẴỦểẨỊẅ
 　マンションは建物の倒壊リスクが少ないため、大地震の際、多少の被害が

　 発生しても、建物内に留まって被災生活を送ります。

   ただし、以下の場合は、直ちに避難を決断 してください。

  　 ① 行政より避難勧告・避難指示が発令された場合

　　 ② マンション内部もしくは周辺で爆発、大火災が発生した場合

　　 ③ ガス漏れが発生した場合

　　 ④ 災害対策本部長が避難を必要と判断した場合

Ṳᴾᐯɼ᧸໎˟のܱѦスἑἕἧὉἮラὅἘỵỴѪᨼ
   災害は決して他人事ではありません。

    「自分たちに何が出来るか」 また 「何をしなければならないか」を、一緒に

　  考えていきましょう。 中核となるスタッフ・ボランティアを募集しております。

　  特別な知識や経験を問いません。気軽に見学して決めて頂ければ結構です。

 　 いつでもご参加ください。　◎ 連絡・問合せ先は、管理センターまで
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５．参考資料集 
※以下 9～19 頁は新宿区作成「マンション防災はじめの一歩」より抜粋（新宿区使用許諾済） 
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  ６．災害対策本部体制
      　●●● 災害対策本部の設置 ●●●

☆緊急事態は次の場合を想定 (役員参集の基準)
　　1. 地震は震度５強以上
　　2. 火災による消防車の出動時
　　3. ライフライン停止時 （電気、ガス、
　　　 上下水道、エレベータ、情報通信等)
　　4. その他（洪水など）

☆災害対策本部（会長以下１５名の役員）

    ①会長　              ②会長代行           ③顧問

　　④副会長             ⑤副会長代行       ⑥事務局長

　　⑦事務局長代行 　⑧民生委員代表 　⑨組合副理事長

　　⑩組合副理事長   ⑪組合全体監事 　⑫組合Ａ棟委員長

　　⑬組合Ｂ棟委員長 ⑭組合Ｃ棟委員長 ⑮管理警備隊長

☆設置場所は、クラブハウス管理センター

☆任務等
 　　1. 対策本部立ち上げ

     2. 参集者よる任務の確認、情報集約、全体活動の指揮

     3. 被災状況の相互確認、対応方針の確認 

組合防災防犯部会長 行政区長・組合理事長

副会長代行： 
　行政区長代理

　行政区長代理 　管理センター責任者

　組合Ａ棟委員長 【注】

　組合Ｂ棟委員長 事務局役員及びブロック役員は、災害の

　組合Ｃ棟委員長 状況に応じて、会長又は副会長の

指揮の下、担当職務を変更する場合がある。

　総務兼情報担当　：防災防犯部会、管理センター
　初期消火担当　　：設備部会、ﾌﾚﾝﾄﾞﾘ-ｸﾗﾌﾞ有志
　給水給食担当　　：予算部会、ﾌﾚﾝﾄﾞﾘ-ｸﾗﾌﾞ有志
　応援救護担当　　：ｺﾐｭﾆﾃｨ部会、情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部会、民生委員

　避難･誘導、給食給水 ：　 民生委員、子供育成会、ＰＴＡ、
　避難･誘導、情報収集 ： ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰｸﾗﾌﾞ有志、他役員
　ﾌﾞﾛｯｸ担当、情報収集 ：

 監事：組合全体監事、棟監事
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 ﾊﾟｰｸｼﾃｨ自主防災会

顧問:

会長： 会長代行：  防火管理担当役員

事務局役員：

ブロック役員：

副会長： 

事務局長： 事務局長代行： 

事務局次長：

　



７．名簿・防災活動備品・備蓄物資リスト 2024年3月3日現在　

No. 品　　　名 数量 担当 保管場所
1 居住者名簿 一式 管理センター 管理センター
2 自主防災会役員名簿 一式 管理センター 管理センター
3 災害時要支援者名簿 一式 管理センター 管理センター
4 建物図面・設備図面 一式 管理センター 管理センター
5 携帯用ハンドマイク １台 管理センター 管理センター
6 工具セット １セット 管理センター 管理センター
7 階段避難車（イーパックチェア） １台 管理センター 管理センター
8 台車 3台 管理センター 管理センター
9 台車（大） 3台 管理センター 管理センター
10 スコップ 11個 管理センター 管理センター（受水槽室）
11 除雪用スコップ 5個 管理センター 管理センター（受水槽室）
12 梯子 3台 管理センター 管理センター
13 脚立(大） 2台 管理センター 管理センター
14 脚立(小） 2台 管理センター 管理センター
15 プロジェクター 2台 管理センター 管理センター
16 ムクドリ防除機 1台 管理センター 管理センター
17 空気清浄機　エアドック　X3s 3台 管理センター 管理センター（2階会議室常備）
18 縄梯子 2 防災防犯 NO.2防災倉庫
19 電動チェ-ンソ- 1台 防災防犯 NO.2防災倉庫
20 油圧ベタルカッター １台 防災防犯 NO.2防災倉庫
21 担架 2台 防災防犯 NO.2防災倉庫
22 ポリタンク 5個 防災防犯 NO.2防災倉庫
23 ブルーシート 1 防災防犯 NO.2防災倉庫
24 避難口オリローハッチ １セット 防災防犯 NO.2防災倉庫
25 特殊作業手袋 10組 防災防犯 NO.2防災倉庫
26 エンジンカッター 1台 防災防犯 NO.2防災倉庫
27 トラロープ 1 防災防犯 NO.2防災倉庫
28 救急医療セット 1セット 防災防犯 NO.2防災倉庫
29 三角きん 39枚 防災防犯 NO.2防災倉庫
30 折りたたみアルミリヤカ－ 2台 防災防犯 NO.2防災倉庫
31 砂袋 5個 防災防犯 NO.2防災倉庫
32 パイプいす 73台 防災防犯 NO.2防災倉庫
33 携帯工具セット 1式 防災防犯 NO.2防災倉庫
34 備えれば憂いなしセット 1式 防災防犯 NO.2防災倉庫
35 木製小型台 1 防災防犯 NO.2防災倉庫
36 ハッチ足場 1 防災防犯 NO.2防災倉庫
37 真空パック毛布 4枚 防災防犯 NO.2防災倉庫
38 スチール棚(本体に固定） 1 防災防犯 NO.2防災倉庫
39 表示板及びひも 22枚 防災防犯 NO.2防災倉庫
40 毛布（真空パック毛布） 70枚 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
41 ベスト(チョッキ）及びジャンパー 135枚 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
42 強力LEDライト 6台 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
43 非常用電池 3箱 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
44 FM受信用ラジオ 3台 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
45 パークシティー白岡防災マニュアル 70冊 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
46 ガス感知器 15個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
47 土嚢(アクアブロック）20kg入り 1箱 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
48 防災グッヅ展示品 1式 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
49 防災グッズ展示会用 1式 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
50 簡易トイレ 8箱 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
51 ヘルメット 181個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
52 ヘルメット用インナー紙帽子 110枚 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
53 救急箱 3箱 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
54 隔壁板 2１枚 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
55 隔壁板枠 2 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
56 除雪機 1機 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
57 簡単トイレ袋 20箱+23個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
58 発電機 2機 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
59 自主防災会腕章 94枚 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
60 発電機付き投光器セット 1基 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ

21-1



61 自主防災会携帯電話・スマホ充電用 2個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
62 モバイル電話充電預り証 25枚 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
63 襷 70本 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
64 バインダー 32冊 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
65 呼子笛 59個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
66 5ℓガソリン缶 1個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
67 10ℓガソリン缶 1個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
68 非常時手動ポンプ 2台 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
69 旗(Ａ　みどり） 11本 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
70 旗（Ｂ　青） 11本 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
71 旗（Ｃ　赤） 12本 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
72 折り畳みコンテナ 1個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
73 ヘルメット用電灯 1個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
74 ネームプレート 41個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
75 コーンバー 1本 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
76 掃除機 1台 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
77 ビブス 33枚 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
78 過去の自主防災会資料 1箱 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
79 文房具箱 1箱 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
80 非常時給水袋 35個 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
81 非常食、住宅用消火器 １箱 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
82 ハンディーソープ 48本 防災防犯 B棟ﾁｬｲﾙﾄﾞﾙｰﾑ
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㧤㧚震災時活動ࡠࡈー 

  各住戸の活動 

・自りと家族の安全確଻、火రの確認、出ญの確଻、安否確認ステッカーの貼ઃߌ

・㓞ㄭ所߳のჿがߌ、安全確認、৻ᰴ避難場所（ࠢ࠙ࡂࡉ࡜ス）に㓸合 

           

  災害対策本部の設置・活動 

䋨✕ᕆ੐ᘒ䈱ᗐቯ䈫ෳ㓸䈱ၮḰ䈲䇮㪉㪇㗁䈱䇸ἴኂኻ╷ᧄㇱ૕೙䇹䉕ෳᾖ䋩

䋨ᓎຬ䈲䇮ฦኅᐸౝ䈱቟ో䈏⏕⹺䈪䈐䈢ᓟ䇮ㅦ䉇䈎䈮ෳ㓸䈚䈩䈒䈣䈘䈇䋩 

・自主防災会のᓎຬなߤ㓸まった住᳃で災害対策本部の立਄ߍ 

・参㓸者によるછോの確認、情報の㓸⚂、全૕活動の指ើ 

・ⵍ災状況の⋧੕確認、対ᔕᣇ㊎（避難なߤ）の確認 

    総務兼情報担当の活動 

・安否確認、安否情報の伝㆐  

    初期消火担当および応援救護担当の活動 

・ೋᦼᶖ火と安全確଻、ࠛࡌ࡟ー࠲ーの㐽ߓㄟめ確認、室内に㐽ߓ

ㄟめられた居住者のᢇ出、災害時要េ⼔者や⽶்者等のᢇ⼔㨯ᢇេ

・指定避難所ㆇ༡߳の参ട 

 

    給水給食担当の活動 

・防災⾗ᯏ᧚㨯備⫾‛⾗㨯活動備ຠのḰ備  

           

    会長/副会長の活動 

・災害対策本部の૕೙のలታ  

    総務兼情報担当の活動 

・安否確認の⛮⛯、ᱜ確な情報の෼㓸、情報のឭଏ  

    応援救護担当の活動 

・防火活動、防‽活動、ᢇഥ活動、ᢇ⼔活動、指定避難所との連絡 

    給水給食担当の活動 

・備⫾‛⾗の㈩⛎㨯▤ℂ、Ἲき出し、⥃時ࠧࡒ㓸Ⓧ所の確଻㨯▤ℂ、

ᡰេ‛⾗の⺞㆐ 

 

           

    【会長/副会長】 各ᜂᒰの活動૕೙ᛠី、❗ዊ・ᑄ止 

【総務兼情報担当】 情報の෼㓸㨯ឭଏの⛮⛯ 

【応援救護担当】 出入ญの▤ℂ、ᑪ‛㨯設備の安全▤ℂ、防‽活動 

【給水給食担当】 Ἲき出し等の⛮⛯、⥃時ࠧࡒ㓸Ⓧ所の▤ℂ 
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【用意するもの】 
緊急ＦＭ受信用ラジオ、強力ＬＥＤライト、投光器、名簿類 

【用意するもの】 
掲示板、緊急用ホイッスル、腕章、蛍光塗料付きタスキ、棟別旗 

㧥㧚震災時の自主防災活動 

【地震発生⋥後㨪� ᣣ⋡】 

 本部㐳（会㐳）�೽本部㐳（೽会㐳） 

ٟ災害対策本部の立ߜ਄ߍ 

□大規模な地震（震度５強以上）が発生したら、一次避難場所（１階クラブハウス）

に集合し、各担当と一緒に災害対策本部を立ち上げる。 
□災害対策本部を立ち上げた旨を、館内一斉放送と掲示板等で居住者にお知らせする。 
□前もって作成した「居住者名簿」、「自主防災会役員名簿」、「災害時要援護者名簿」

等を配備し、併せて、各担当への活動指示を行う。 

ٟ各᫟ࡠࡉッࠢ㐳の指ฬと各᫟ࡠࡉッࠢ૕೙のౣ✬ᚑ 

□各棟ブロックのブロック長を指名する。 
□各棟ブロックの集合人数に偏りがある場合は、人数が不足しているブロックへの配

置換えを行う。 
□配置換えを行ったときは、その都度「災害対策本部役員名簿」を更新する。 

ٟ情報の㓸⚂と全૕活動の指ើ 

□建物や設備の被害情報や各担当の活動状況の報告を受け、安全措置や初期消火、救

護活動の支援などを各班に指示する。 
□必要に応じて、防災機関などへの救助・応援要請や被害報告を行う。 

◆災害対策本部㐳のዞછ㗅૏は、会㐳、会㐳ઍⴕ、೽会㐳、೽会㐳ઍⴕ、事ോዪ㐳の㗅。 

 ✚ോ౗情報ᜂᒰ （ࡠࡉッࠢᓎຬ） 

ٟ安否確認 

□２人１組で安否確認を行い、その結果を「安否確認シート（様式１）」に記入する。 

□ドアが壊れて開かない等の際は、応援救護担当に連絡し、救助救護活動を依頼する。 

□「安否確認ステッカー（様式２）」が貼られておらず、安否が確認できなかった住戸

には、「安否不明連絡票（様式３）」を貼り、帰宅した際の連絡を求めるとともに、

継続して訪問し、安否の確認を行う。 

ٟ安否情報の伝㆐  

□安否情報等を「対策本部安否情報シート（様式２）」にまとめ、会長/副会長に報告

するとともに、必要な情報を居住者に伝達する。 
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【用意するもの】 
担架、階段避難車、三角巾、救急箱消火器、電動チェンソー、ペタルカッター 

【用意するもの】 
リヤカー、簡易トイレ、ポリタンク、毛布 

 ೋᦼᶖ火ᜂᒰおよびᔕេᢇ⼔ᜂᒰ� 

ٟೋᦼᶖ火と安全確଻ 

□マンション内で火災が発生した場合は初期消火を行う。 
□地震による建物や附帯設備の被害状況を確認する。受水槽が破損している場合は、

ポンプ再稼動による漏水を防ぐため、ポンプの電源を切っておく。 
□危険な箇所は立入禁止等の措置を行い、「使用・立入禁止シート（様式４）」により

危険を明示する。 
□余震によって新たな危険箇所が生じた場合は、災害対策本部に報告し、安全を確保

する。 
※外壁のひび割れや崩落、ガラスの飛散、受水槽からの漏水、舗装路の段差など 

 ㄟめ確認ߓーの㐽࠲ーࡌ࡟ٟࠛ

 □各階のエレベータ扉を確認し、閉じ込めがなければ一時使用禁止の措置をとる。 

□閉じ込められた人がいたら、エレベーター会社の東芝エレベーター(株)（TEL：
0570-666-243）に連絡するとともに、消防（119）に連絡して救出を求める。 

ٟ室内に㐽ߓㄟめられた居住者のᢇഥ 

□状況によっては、窓や隣戸のバルコニーから進入する方法等も検討する。 

ٟ災害時要េ⼔者や⽶்者等のᢇ⼔・ᢇេ 

□災害時要援護者や負傷者を避難誘導し、救護スペースで救護する。 
  救護スペースにおいては、仕切りによりプライバシーを確保すること等に配慮する。 

※避難は階段を利用し、移動が困難な負傷者は担架等を使用して搬送する。 

ٟ指定避難所ㆇ༡߳の参ട 

□情報確認のためにも地域の指定避難所の運営に積極的に参加・協力する。 
□住戸内に留まることが困難な居住者がいる場合は指定避難所へ誘導する。 

 

 ⛎水⛎㘩ᜂᒰ� 

ٟ防災⾗ᯏ᧚・備⫾‛⾗・活動備ຠのḰ備 

□防災資機材等の準備、水道が停止した場合は給水所の確認、排水管の破損が有った

場合の確認や物資の配布等を行う。 
※受水槽の活用や近隣の給水所を確認し、飲み水の確保に努める。 
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【用意するもの】 
 

【用意するもの】 
掲示板、拡声器 

【地震発生から２ᣣ⋡㨪３ᣣ⋡】 

 本部㐳（会㐳）�೽本部㐳（೽会㐳） 

ٟ災害対策本部の૕೙のలታ 

□災害の規模や実情を検討し、会長/副会長を含めた各班の体制と活動内容の確認・指

示を行う。 
□体制に応じ、「災害対策本部役員名簿」を修正する。 
□各ブロックから提出された「災害対策本部安否確認シート」等の修正と整理を行う。 

 

 ✚ോ౗情報ᜂᒰ（ࡠࡉッࠢᓎຬ） 

ٟ安否確認の⛮⛯ 

□初日に安否確認できなかった住戸の再調査を行い、居住者全員の安否・避難状況を

確認する。 

□既に安否確認ができた住戸の修正も含めて「安否確認シート」を更新し、会長/副会

長に報告する。 

ٟᱜ確な情報の෼㓸 

□携帯ラジオ・指定避難所の掲示板等で正確な情報収集を行い、会長/副会長に報告す

る。 

ٟ情報のឭଏ 

□収集した情報を分類し、居住者にわかりやすく提供する。 
○被害情報・・・地震の規模・震源地、建物内外の被害程度 

   ○生活情報・・・水や食料の入手方法、ライフラインの復旧予定時期、トイレの使

用、受水槽からの給水、駐車場の使用等 
 
※１階クラブハウスに設置される掲示板には、理事会で合意した事項を記載しているた

め、個人での書き込みは禁止する。 
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【用意するもの】 
 

【用意するもの】 
 

 ᔕេᢇ⼔ᜂᒰ� 

ٟ防火・防‽活動 

□マンション内を見回り、結果を会長/副会長に報告する。 

ٟᢇഥ・ᢇ⼔活動 

□救護スペースでの負傷者・災害時要援護者等の救護活動と、見回り訪問を行う。 
□転倒家具等で困っている居住者の、家具引き起こし等を手伝う。 

 ٟ指定避難所との連絡 

□避難所運営委員会の担当者を通じ、地域の避難所との連絡交換を行う。 

 

 ⛎水⛎㘩ᜂᒰ� 

ٟ備⫾‛⾗の㈩⛎・▤ℂ 

□市・防災機関等からの飲料水や非常食等の備蓄物資を配給、また、防災資機材や備

品の配給を管理し、「備蓄物資配布リスト」に記入し、会長/副会長に報告する。 
 ※ 自主防災会および管理組合では、飲料水・非常食は備蓄していません。 

 ٟἺき出し 

□備蓄物資が少ない場合は、各家庭に食材の持ち寄りを呼びかけ、炊き出しを行う。 

ٟ⥃時ࠧࡒ㓸Ⓧ所の確଻と▤ℂ 

□災害時のゴミは、できるだけ各住戸で保管する。 
※震災時は白岡市によるゴミの回収も停止します。 

ٟᡰេ‛⾗の⺞㆐ 

□避難所運営委員会の担当者を通じ、指定避難所に配給される支援物資を調達し、指

定避難所に行けない災害時要援護者等に配給する。 
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【地震発生から４ᣣ⋡以㒠】 

 本部㐳（会㐳）�೽本部㐳（೽会㐳） 

◆各⃰の活動૕೙ᛠី、❗ዊ・ᑄ止 

□ライフラインの復旧や余震の状況、居住者の避難状況を把握し、必要に応じて各班

の活動体制を縮小・廃止するよう、指示を行う。 

○情報班：全居住者の状況把握が完了し、対応が不要となった段階 

○救護班：救護活動の完了後、救護スペースが不要となった段階 

○物資班：エレベーターの稼動等により、個人で物資確保が可能となった段階 

□平常時の体制で対応可能な場合は、災害時の自主防災体制を解除する。 

□建物の被害がある場合は、り災証明の取得手続を理事会に促す。 

 

 ✚ോ౗情報ᜂᒰ（ࡠࡉッࠢᓎຬ） 

ٟ情報の෼㓸・ឭଏの⛮⛯ 

□情報の収集・管理と居住者・各班への情報提供を継続する。 

 

 ᔕេᢇ⼔ᜂᒰ� 

ٟ出入ญの▤ℂ、ᑪ‛・設備の安全▤ℂ、防‽活動 

□建物・設備の安全管理、防犯活動を継続する。 

□危険防止策や復旧対策を確認する。 

 

 ⛎水⛎㘩ᜂᒰ� 

ٟἺき出し等の⛮⛯ 

□炊き出しや備蓄物資等の分配を継続する。 
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様式２ 安否確認ステッカー （表裏のマグネットステッカーです） 

◎災害時に、居住者が各住戸の玄関ドアの外側に貼り出して使用する。 

 （平常時は、各家庭で、ドアの内側に貼っておいてください） 

 

○在宅家族の安全が確認でき、安否確認が不要な場合に貼り出す。 

  

 

 
 
 
○メモ欄（災害時の伝言等、自由にご使用ください） 

 

 

 

 

  

 

 

様式３ 安否不明連絡票 

◎災害対策本部の活動で、安否確認が出来なかった住戸のドアに貼って使用する。 

  

 

  

無事です 

ﾒﾓ欄 

                  

（      ）号室 居住者様 

災害対策本部(自主防災会)からのお願い 

居住者の安否を確認しています。 

帰宅されましたら、 

災害対策本部までご連絡ください。 
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様式４ 使用・立入禁止シート 

◎災害時に、危険な個所等の、立入禁止措置のために使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式５ 非常放送例文 

◎非常事態が発生した場合、館内放送が使用出来る場合には、居住者に 

各種の連絡事項や情報をお知らせします。 

そのために、予め非常事態の状況を想定した放送例文を、放送設備の前

に掲示しておき、災害発生時の備えと参考とする。（掲示済み） 

以下に、想定状況のみを記し、例文の内容は省略する。 

【例文１】 自動火災報知設備が作動した場合 

   【例文２】 火災発生時 

   【例文３】 地震発生時 

   【例文４】（地震発生後）ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、電気、ガス、水道等の情報 

   【例文５】（地震発生後）避難の勧告および指示 

使用禁止 

立入禁止 
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防災機関等一覧と連絡先メモ欄 

※空欄は、連絡先メモ欄としてご活用ください。 

機関名、連絡先 電話番号 所在地 備考 

白岡市役所 0480-92-1111 千駄野 432  

白岡市上下水道課 0480-92-1645 高岩 2211  

白岡市保健センター 0480-92-1201 
千駄野 445(は

ぴすしらおか内)  

蓮田白岡環境センター 0480-92-8839 篠津 1279-5  

久喜警察署 0480-24-0110 
久喜市上早見

154  

白岡消防署 0480-92-1800 寺塚 162-1  

白岡郵便局 0480-92-0001 千駄野 941-1  

JR 東日本お問い合わせセンター 050-2016-1600   

東京電力パワーグリッド 0120-995-007 
又は 03-6375-

9803 
停電等の

問合せ 

東京ガスネットワーク 0570-002299 
又は 03-6735-

8899 
緊急保安

受付 

NTT 東日本 113 
又は 0120-

444-113 
故障等の

相談 

NHK さいたま放送局 048-833-2041   

    

    

    

パークシティ白岡管理（防災）センター 0480-93-8001   

2014 年 9 月 パークシティ白岡 全体管理組合/自主防災会 発行(2024 年 4 月一部改訂) 


